
（様式第４号） 
令和6年２月14日 

 
ＳＤＧｓ達成に向けた取組及び指標の進捗状況報告書 

 

所 在 地: 新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立１３０ 

名 称: 株式会社 森下組 

代 表 者: 代表取締役 森下佳憲 

登録年月日: ２０２２年２月１４日 

 
 新潟県ＳＤＧｓ推進建設企業登録制度実施要綱第８条の規定により、下記のとおり進捗状況を報告します。 
 

三側面 具体的取組 
2030年に向けた指標 

（登録時:   年度） 
（現状値:   年度） 

関連するゴ
ール 

環境 

レーザースキャナ及びマシンコントロール仕様建機
の新規導入はなかったが、測量用 UAV、TS、施
工端末等の導入を進めたことで、生産性向上に
一定の効果が得られた。 
引き続き、災害発生時の迅速な対応と、人の立
ち入れない危険な現場での作業に対応できるよ
う、機器の導入と社員教育を進める。 

① レーザースキャナ、②マシンコントロール仕様
の建設機械の導入台数 

１１ 
【登録時】①１台、②０台(2020年度) 
【現状値】①１台、②０台(2023年度) 
【目標値】①２台、②１台 

社会 
健康診断における要再検者に対し、個別に定
期的な呼びかけを実施するなど再検受診率の向
上に努めた。 

再検査受診率 

３ 

【登録時】(再診)58.7%(2020年度) 
【現状値】(再診) 
(R4年度確定)100%(2022年度) 
(R5年度途中経過)91.4%(2023年度) 

【目標値】(再診)100% 

経済 

UAV1 台、トータルステーション１台、ICT 施工
現場端末1台等のICT関連機器を導入したこ
とで、生産性の向上を図ることができた。また、社
員に対し必要な教育を社内外において実施(外
部研修への参加延べ 10 回、社内研修随時開
催)したことで、国土交通省発注工事における
ICT施工の内製化率が向上した。 
また、働きがいと生産性の向上を目的として、外
部講師を招いた社内研修 3回を実施したほか、
建設ディレクター育成講座を新入社員 1 名に受
講させた。 

ICT 起工測量、3D データ作成、3D 出来形管
理の内製化率 

８ 

【登録時】内製化率0%(2020年度) 
【現状値】内製化率 
(R4年度確定)40%(2022年度) 
(R5年度途中経過)40％(2023年度) 

【目標値】内製化率50% 

その他 

地域の片親世帯のお子さんの就学支援をおこな
っている団体をはじめ社会貢献活動をおこなって
いる団体等への寄付活動、本社所在地域や施
工地域の住民活動への参加、その他官公庁、
団体、企業等との連携をおこなった。 
引き続き各種団体等との連携強化を図る。 
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